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令和５年度 第１回小中一貫教育推進委員会「小学校教育課程部会」 

 

                                         日時 令和５年６月１３日（火）１５：３０～ 

                                         場所 砂川市立砂川小学校 ２階会議室 

 

開  会 

 

 

１ 部会長あいさつ 

 

 

２ 構成メンバー自己紹介 

 

 

３ 確認事項  

（１）本部会の今年度の役割について 

  ・ねらい 

  ・ゴール 

 

（２）本部会の今年度の推進の具体 

  ・取組の流れ 

  ・展望について 

 

 

４ 協議事項 

 （１）本部会の推進日程 

 

 （２）市内小学校での「学習スタンダード」の交流 

 

 （３）市内で共通に行っていく今後の取組（第２回会議に向けて） 

 

 （４）その他 

 

 

５ 連絡事項 

 

 

閉  会 

 

別添１ 
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３ 確認事項  

（１）本部会の今年度の役割について 

① 本部会に求められている令和５年度のねらい 

各小学校において、校内研究と関連付けながら「砂川市小学校学習スタンダード」

を踏まえた試行・検証を行い、「学習スタンダード」を改善し、令和６年度からの

全市的な運用体制を確立する。 

 

② 本部会に求められている令和５年度のゴール 

・検証、改善を通して「学習スタンダード（改訂版）」が完成していること。 

・令和６年度のスタート時点で、「学習スタンダード（改訂版）」が全市的に運用で

きる体制になっていること。 

・保護者向けの「保護者版 学習スタンダード」が完成・発行されていること。 

 

砂川市小学校「学習スタンダード」 

１．はじめに 

（１）学習指導要領で示されている「３つの柱」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  砂川市小中一貫教育「全体構造図」による目指す児童像 

 

 

 

 

 

（２）授業スタンダード設定の趣旨 

  砂川市の子供たちに、学習指導要領で示されている３つの資質・能力「知識・技能」「思 

考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」を確実に身に付けさせ、義務教育学 

校の目指す児童生徒像に迫るため、日常の授業の中で授業スタンダードを意識した授業づ 

くりが必要となるため。 

「資質・能力」の３つの柱 

「知識・技能」 

「思考力・判断力・表現力」 

「学びに向かう力・人間性」 

目指す児童生徒像【確かな学力】 

よりよく考え、自ら進んで学習に取り組む児童生徒 

＜身に付けさせる力＞ 
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２．学びの姿勢 

（１）学習のきまり 

 

＜授業前＞ 

   ①次の時間の準備をします。～教科書、ノート、筆記用具～机上整理→（２） 

②忘れ物をしたときは、休み時間のうちに先生に報告します。 

③チャイムが鳴り終わるまでに席に着きます。 

  ＜授業中＞★正しい姿勢で座ります。  

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業後＞★次の授業の準備をしてから、休み時間に入ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【聞く】 

①話す人を見ながら最後まで聞きます。 

②自分の考えと比べながら聞きます。 

③聞き終わったら返事をします。（同じです。いいです。他にありま

す。など） 

【発表する】 

①名前を呼ばれたら相手に聞こえるように返事をします。 

②みんなに聞こえる声の大きさで語尾まではっきり話します。 

③順序よく、整理して伝えます。 

 

【書く】※「課題」は青、「まとめ」は赤 

①正しい鉛筆の持ち方で書きます。 

②正しい姿勢で書きます。 

③ていねいに字を書きます。 
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（２）机上の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）筆入れに入れる物 

  ①鉛筆５本程度 

  ②色鉛筆（ボールペン） 

  ③消しゴム 

  ④定規（１５ｃｍ） 

⑤油性ネームペン（２年生以上） 

 

 

 

 

３．授業の流れ 

（１）１単位時間の授業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛筆 

1 年 2B 

2 年 2B または B 

3 年～B または HB 

色鉛筆 

（青・赤） 

1・２年は色鉛筆 

3 年～ ボールペン可 

消しゴム 四角いもの 

15 ㎝定規 
１年生から使用 

折りたたみ式不可 

課
題
把
握 

自
力
解
決 

交 

流 

ま
と
め 

ふ
り
返
り 

解
決
型
（
～
考
え
よ
う
） 

達
成
型
（
～
し
よ
う
） 

思
考
過
程
の
可
視
化 

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
） 

ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ 

学
級
全
体 

見
通
し 

つかむ 考える 共有する・深める 伸びの実感 

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ 

机の上には、学習に集中できるように余計な

物は置かない。 

基本的には、【鉛筆・消しゴム・色鉛筆また

はボールペン（青と赤）・定規】とし、柄はシ

ンプルなもの。 

端から定規・鉛筆・消しゴムの順（またはそ

の逆）に置くと鉛筆を落とすことが少なくな

る。「置く順序」や「縦向き・横向き」「位置」

などは、状況に応じて対応する。 

  

自
己
変
容 

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
） 

※ 

具体的に「何ができるようになるのか」 

例）～を読み取って図に表そう 

～を考えて文章にまとめよう 
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（２）本部会の今年度の推進の具体 

① 取組の流れ 

 ・市内全小学校で「学習スタンダード」を踏まえた授業が行われるよう、部会員が各

学校で推進する。 

 ・本部会の会議において、「学習スタンダード」を踏まえた授業を行うことの成果と

課題を明確化し、改善を要する点を協議、整理する。 

・各学校の授業の様子からの「学習スタンダード」の成果と課題を踏まえて、「学習

スタンダード（改訂版）」を完成させる。並びに「保護者版学習スタンダード（※

保護者向けリーフレット）」を完成させる。 

 

② 展望 

 ・完成した「学習スタンダード（改訂版）」は、次年度以降は検討を要しない（微調

整程度）のものになるようにしたい。 

 

令和４年度 「学習スタンダード」の策定 

令和５年度 「学習スタンダード」の検証→「学習スタンダード（改訂版）」の完成 

令和６年度 「学習スタンダード（改訂版）」の運用 

令和７年度 「学習スタンダード（改訂版）」の定着 

令和８年度 砂川市義務教育学校の開校 

 

 砂川市における義務教育学校 授業スタンダード策定に関わる推進イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

 ・各校の学習規律や授業スタイルの交流 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの検討 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの策定 

 

 
令和５年度 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの試行開始 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの検証 

令和６年度 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの運用 

 

令和８年度   砂川市義務教育学校の開校 

令和７年度 

 ・砂川市義務教育学校の学習スタンダードの定着 

 

検 討 

試行・検証 

運 用 

定 着 
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４ 協議事項 

（１）本部会の推進日程 

 

 日程（案） 主な内容 

第１回 ６月 13日(火) 部会の役割の共有、今後の見通しの確認 

第２回 ８月 25日(金) さらに各校で揃える必要のある事項の洗い出し 

第３回 10月26日(木) 「（改訂版）」の検討、 

第４回 12月15日(金) 「（改訂版）」の策定、「（保護者版）」の検討 

第５回 2 月 26 日(月) 「（改訂版）」「（保護者版）」の発行確認 

 

 

 （２）市内小学校での「学習スタンダード」の交流 

 

・推進方法  ・授業の実際（現状）  ・今後の見通し 

 

 

〇砂川小 

 

 

 

〇豊沼小 

 

 

 

〇中央小 

 

 

 

〇北光小 

 

 

 

〇空知太小 
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（３）市内で共通に行っていく必要のある事項（第２回会議に向けて） 

  〇現状にみる成果 

 

 

 

  〇現状にみる課題 

 

 

 

  〇第２回会議に向けて取り組むこと 

   ・共通に取り組む事項 

 

 

 

   ・〇〇小学校で取り組む事項 

 

 

 

 

（４）その他 

  〇教育課程の作成について（今年度教科書採択年度） 

 

 

  ○今後検討を要すること 

 

■組織に関わること 

 ① 校 内 

ア 校務分掌 

イ 担任 

ウ 学級編成 

  エ 申請加配 

  オ 教科担任（持ち時数） 

  カ 部活動担当者 

  キ 特別委員会 

  ク 適応指導教室の運営 

  ケ 通級指導教室の運営 

 ② 外 部 

  ア ＰＴＡ 

  イ 学校運営協議会 

  ウ 参画を要する委員会・会議 等 

 

■教育課程・日課等に関わること 

 ① 教育課程 

ア 各教科 

イ 総合的な学習の時間 

ウ 学級活動 

エ 児童・生徒会活動 

オ 特別支援学級 

カ 通級指導教室 

キ 学校行事 

ク 児童・生徒会行事 
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ケ クラブ活動 

  ② 全体計画 

  ③ 日課表 

ア ステージごとの基本日課 

イ 特別日課 

④ 時間割 

  ⑤ 特別教室割 

  ⑥ 教材・副教材の選定 

  ⑦ プール学習のもち方 

  ⑧ スキー学習のもち方 

  ⑨ 武道のもち方 

  ⑩ 通知表 

  ⑪ 指導要録 

  ⑫ キャリアパスポート 

  ⑬ 校務支援システムの利活用 

  ⑭ 年間行事予定 

  

■各種マニュアル整備に関わること 

  ① 危機管理マニュアル 

  ② 学校いじめ防止基本方針 

  ③ 防災計画 

  ④ 私費会計取扱 

  ⑤ アナフィラキシー対応マニュアル 

  ⑥ 学校経営計画 

  ⑦ 学校要覧 

  ⑧ 「よくわかる●●」リーフ 

  ⑨ 特別支援教育コーディネーターリーフ 

  ⑩ ＳＣ・ＳＳＷだより 

  ⑪ 学校ＨＰの運用 

⑫ その他 

 

■学校行事に関わること 

  ① 入学式 

  ② 始業式 

  ③ 新入生（歓迎）を祝う会 

  ④ 参観日・懇談会 

⑤ ＰＴＡ総会 

⑥ 学校経営説明会 

⑦ 家庭訪問（個人懇談） 

⑧ 宿泊学習 

⑨ 修学旅行 

⑩ 運動会 

⑪ 陸上大会 

⑫ 中体連壮行会 

⑬ 終業式 

⑭ 遠足 

⑮ 学校祭 

⑯ 学芸会 

⑰ ●●フェスティバル 

⑱ 卒業生を送る会 

⑲ 卒業証書授与式 

⑳ 修了式 

㉑ 離任式 

 

■学習指導に関わること 

 ① 授業スタイルの統一 

 ② 学習に関わる持ち物の統一 

 ③ 使用するノートの統一 

 ④ タブレット端末活用のきまり 

 ⑤ タブレット端末持ち帰りのきまり 

 ⑥ 教室環境の統一 

 ⑦ 家庭学習習慣化の取組 

 

■研究推進に関わること 

 ① 研究主題 

 ② 研究仮説 

 ③ 研究推進計画 

 

■児童・生徒会活動に関わること 

 ① 児童会役員の構成 

 ② 行事への参画のさせ方 

 ③ 委員会の内容と数 
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 ④ 役員改選の時期 

 

■生徒指導に関わること 

 ① 校則（学校生活のきまり） 

 ② 自転車通学のもち方 

 ③ 交通安全指導 

 ④ 避難訓練 

 ⑤ 防災教室（地域と協働） 

 ⑥ 不登校児童生徒の対応 

 ⑦ いじめの問題に対する対応 

 ⑧ スクールバスについて 

 

■健康・安全指導 

 ① 健康診断実施要領 

 ② 各種健診実施要領 

 ③ アレルギー児童の把握と対応 

   ※エピペン©含む 

 ④ 給食指導の統一 

   ※必要な物品の洗い出し→購入 

⑤ 清掃区域の割当て 

   ※必要な物品の洗い出し→購入 

 ⑥ 保健室経営の方針検討 

 ⑦ 備品、消耗品等の検討・決定 

 ⑧ 保健室利用児童生徒の実態交流 

 

 

 

 

 

５ 連絡事項 

 

 

 

 

 

■特別支援に関わること 

 ① 個別の指導計画、支援計画の交流・ 

作成 

 ② 校内支援委員会の児童に関わる交流 

 ③ 特別支援学級に関わる交流 

 ④ 通級指導教室の運用方法決定 

 ⑤ 特別支援学級在籍する児童生徒の交 

流計画の検討 

 ⑥ 特別支援学級の教室整備計画 

 

■学校図書に関すること 

 ① 廃棄、移管について検討・決定 

 ② 図書台帳作成方法の検討・決定 

 ③ 読書指導方法の件津・決定 

 ④ 図書管理方法の検討・決定 

 

■学校事務に関すること 

 ① 学校財産・備品の整理、移管等 

 ② 給食費徴収方法や期間の交流と検討 

 ③ PTA会費徴収方法や期間の交流と検討 

 ④ 備品、消耗購入方法や手順の交流と 

検討 

 ⑤ PTA一般・特別会計予算案作成 

 ⑥ 教科書発注・冊数確認 

 ⑦ 給食費、教材費納入計画立案 

                   

  



 

 

 

 

領域 内容 領域 内容

【３年】 【６年】
生物と細胞

植物の体とつくりと働き

【４年】 【６年】
人の体のつくりと運動

【５年】

植物の発芽、成長、結実 生物の成長と殖え方

遺伝の規則性と遺伝子

【５年】

動物の誕生 生物の種類の多様性と進化

【４年】

季節と生物

●動物の活動と季節

●植物の成長と季節

※生命の連続性・生物と環境の関わりの内容を含む。【６年】 生物と環境

い 生物と環境

【６年】
土地のつくりと変化 身近な地形や地層、岩石の観察

地層の重なりと過去の様子

生物と環境
火山と地層
●火山活動と火成岩

【５年】 自然の恵みと火山災害・地震災害
【４年】 流れる水の働きと土地の変化 ●自然の恵みと火山災害・地震災害

雨水の行方と地面の様子
●自然環境の保全と科学技術の利用

気象観測
【４年】 【５年】 ●気象要素（圧力を含む）

天気の様子 天気の変化

天気の変化
●霧や雲の発生

日本の気象
●日本の天気の特徴

【３年】 自然の恵みと気象災害
太陽と地面の様子

【６年】 天体の動きと地球の自転・公転
【４年】 月と太陽
月と星

太陽系と恒星

砂川市立●●義務教育学校理科系統表（９年間を貫く学びの保障）

地

球

の

内

部

と

地

表

面

の

変

動

地

球

の

大

気

と

水

の

循

環

●細胞分裂と生物の成長

●自然環境の保全と科学技術の利用

自然環境の保全と科学技術の利用

生物の観察と分類の仕方

生物の体の共通点と相違点

●植物の体の共通点と相違点

●動物の体の共通点と相違点

※生命の構造と機能・生命の連続性の内容

を含む。

●葉・茎・根のつくりと働き

動物の体のつくりと働き

●生物の特徴と分類の仕方

●生物の観察 ●生物と細胞

※地球の内部と地表面の変動・地球の大気
と水の循環の内容を含む。

●自然環境の調査と環境保全

●生物の殖え方

●遺伝の規則性と遺伝子

●生物の種類の多様性の進化

●自然界のつり合い

●自然環境の調査と環境保全

●地域の自然災害

※数字はNRT結果の中領域別等の全国比（全国＝１００）

※全国比９６～１０４＝黒、１０５～１０９＝青、１１０以上＝青太字、９５～９１＝赤、９０以下＝赤太字

３・４年生 ５・６年生

●刺激と反応

生

物

の

構

造

と

機

能

生

命

の

連

続

性

生

物

と

環

境

の

関

わ

り

●成長の条件

●植物の受粉、結実

●主な臓器の存在

植物の養分と水の通り道

●骨と筋肉 ●でんぷんのでき方

７年生 ８年生 ９年生

（第１分野と共通）

●流れる水の働き

※地球の内部と地表面の変動・地球の大気と水の
循環の内容を含む

※地球の内部と地表面の変動・地球の大気と水の
循環の内容を含む

●身近な地形や地層、岩石の観察

●地層の重なりと過去の様子

生
　
　
　
命

生

物

の

構

造

と

機

能

生
　
　
　
命

身の回りの生物 人の体のつくりと働き

●身の回りの生物と環境との関わり ●呼吸

●昆虫の成長と体のつくり

●植物の成長と体のつくり ●血液循環

生

命

の

連

続

性

●生物と水、空気との関わり

●食べ物による生物の関係

　（水中の小さな生物を含む）

●人と環境

生

物

と

環

境

の

関

わ

り

●種子の中の養分

●発芽の条件

地
　
　
　
球

地
　
　
　
球

●土地の構成物と地層の広がり

●日陰の位置と太陽の位置の変化

●地面の暖かさや湿り気の違い

地

球

の

内

部

と

地

表

面

の

変

動

●月の影と位置の変化

地

球

と

天

体

の

運

動

●惑星と恒星

●月や金星の運動と見え方

地

球

の

大

気

と

水

の

循

環

●前線の通過と天気の変化

●大気の動きと海洋の影響

●自然の恵みと気象災害

●星の明るさ、色

●星の位置の変化

●月の位置や形と太陽の位置

（第1分野と共通）

●地域の自然災害

●自然界のつり合い

●年周運動と公転

●土の粒の大きさと水のしみ込み方

●雨の降り方と増水

●地層のでき方

地

球

と

天

体

の

運

動
●太陽の様子

●地震の伝わり方と地球内部の働き

●気象観測

●日周運動と自転

１stステージ ２ndステージ ３rdステージ

※地球の内部と地表面の変動・地球の大気
と水の循環の内容を含む。

自然環境の保全と科学技術の利用

●骨と筋肉の働き ●水の通り道

●消化・吸収

※生命の構造と機能・生命の連続性・生物と環境

の関わりの内容を含む。

●生命を維持する働き

●卵の中の成長

●母体内の成長

●火山の噴火や地震による土地の変化

●川の上流・下流と川原の石

●天気による１日の気温の変化 ●雲と天気の変化

●水の自然蒸発と結露

●地面の傾きによる水の流れ

●土の粒の大きさと水のしみ込み方

太赤字を中心に分析と対策を記入する。



 

 

 

 
領域 内容 領域 内容

【３年】 【５年】

力のつり合いと合成・分解

電流

【３年】 【６年】 ●回路と電流・電圧

●電流・電圧と抵抗

●電気とそのエネルギー

（電気による発熱を含む）

【３年】

【５年】

電流がつくる磁力

●電磁石の強さ

エネルギーと物質

【４年】 ●エネルギーとエネルギー資源

【６年】 （放射線を含む）

電気の利用

●発電（光電池を含む）、蓄電 （プラスチックを含む）

【４年】
物質のすがた

エネルギーと物質

自然環境の保全と科学技術の利用

【６年】

※粒子の存在・粒子の結合の内容を含む。

化学変化

【６年】 化学変化と物質の質量
水溶液の性質

【３年】
物と重さ
●形と重さ

●体積と重さ

【５年】

状態変化

【4年】

●エネルギーとエネルギー資源

（放射線を含む）

●様々な物質とその利用

（プラスチックを含む）

●科学技術の発展

●金属イオン

●化学変化と電池

※粒子の存在・粒子の結合の内容を含む。

水溶液とイオン

●原子の成り立ちとイオン

●酸・アルカリ

●物質の分解

物質の成り立ち

●中和と塩

※粒子の存在・粒子の結合・粒子の保存性
の内容を含む。

化学変化と電池

自然環境の保全と科学技術の利用

●自然環境の保全と科学技術の利用

〈第２分野と共通〉

※エネルギーの円環と保存・エネル
ギー資源の有効利用の内容を含む

●仕事とエネルギー

●力学的エネルギーの保存

力学的エネルギー

●静電気と電流（電子、放射線を含む）

電流と磁界

●電流がつくる磁界

●磁界中の電流が受ける力

●電磁誘導と発電

●科学技術の発展

９年生

●水中の物体に働く力

（水圧・浮力を含む）

●力の合成・分解

運動の規則性

●運動の速さと向き

●力と運動

８年生

粒

子

の

持

つ

エ

ネ

ル

ギ

ー

●物が水に溶ける量の変化

物の溶け方（溶けている物の均一性を含む）

粒
　
　
　
子

粒

子

の

保

存

性

粒

子

の

結

合

※粒子の存在・粒子の結合の内容を含む。

粒

子

の

存

在

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

変

換

と

保

存

空気と水の性質

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

の

有

効

利

用

粒

子

の

存

在

電気の通り道

【３年】

●異極と同極

エ
ネ
ル
ギ
ー

●ゴムの力の働き

電流の働き

●乾電池の数とつなぎ方

●音の伝わり方と大小

●光の反射・集光

●風の力の働き ●振り子の運動

１stステージ ２ndステージ

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

変

換

と

保

存

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

の

有

効

利

用

７年生

力の働き

●力の働き

（２力のつり合いを含む）

●光の反射・屈折（光の色を含む）

●凸レンズの働き

●音の性質

光と音

金属、水、空気と温度

●温度と体積の変化

●温まり方の違い

●水の三態変化

●重さの保存

●物が水に溶ける量の限度

●金属を変化させる水溶液

粒

子

の

保

存

性

※数字はNRT結果の中領域別等の全国比（全国＝１００）

※全国比９６～１０４＝黒、１０５～１０９＝青、１１０以上＝青太字、９５～９１＝赤、９０以下＝赤太字

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

捉

え

方

磁石の性質

●磁石に引き付けられる物

てこの規則性

●光の当て方と明るさや暖かさ

●てこのつり合いの規則性

●てこの利用

風とゴムの力の働き 振り子の運動

３・４年生 ５・６年生

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

捉

え

方

光と音の性質

※粒子の結合・粒子の保存性の内容を含む。

●電気の利用

●電気の変換

●鉄心の磁化、極の変化

●燃焼の仕組み

燃焼の仕組み

●水の圧縮

●空気の圧縮

※粒子の保存性・粒子のもつエネルギー
の内容を含む。

※粒子の結合・粒子の保存性・粒子のもつ
エネルギーの内容を含む。

※粒子の結合・粒子の保存性の内容を含
む。

水溶液

●水溶液

●原子・分子

●身の回りの物質とその性質

●気体の発生と性質

●状態変化と熱

●物質の融点と沸点

３rdステージ

砂川市立●●義務教育学校理科系統表（９年間を貫く学びの保障）

●電気を通すつなぎ方

●電気を通す物

●酸性，アルカリ性，中性

●気体が溶けている水溶液

●自然環境の保全と科学技術の利用

〈第２分野と共通〉

●様々な物質とその利用

●化学変化

●化学変化における酸化と還元

●化学変化と熱

●化学変化と質量の保存

●質量変化の規則性

※「電流」「電流と磁界」ともにエネルギーの捉
え方・エネルギーの変換と保存の内容を含む。

※エネルギーの捉え方・エネルギーの変換
と保存の内容を含む。

※エネルギーの変換と保存・エネルギー資

源の有効利用の内容を含む。

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒

子

の

結

合

粒
　
　
　
子

粒

子

の

持

つ

エ

ネ

ル

ギ

ー

太赤字を中心に分析と対策を記入する。


